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福島県浜通 りにおける「 まなむすめ」 の栽培法

本 田 義 信・イヽ 林 祐 一
*

(福 島県農業試験場相馬支場・
*福

島県農業試験場会津支場)
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YOshinObu KIDA and Yuichi Ko■ YヽASHl・
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1  1ま   じ  め に

福島県は1997年 にいもち病に強く,冷害にも強い水稲品

種「まなむすめJを県南部と浜通り平坦部の良質安定生産

のために奨励品種に採用した。1999年の県内の栽培面積は

178ha(う ち,浜通り44ha)と なり,作付けが拡大 してい

る。そこで,浜通りにおける「まなむすめJの栽培法につ

いて,良品質で安定収量となる窒素施肥法,成熟期及び幼

穂形成期の目標生育量について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)場所 福島県農業試験場相馬支場内 水田 (細粒グ

ライ土).試験区は 1区25ポの 2反復。

② 供試品種「まなむすめ
=,比

較品種「ひとめぼれ 、

6)移植方法 稚苗(乾籾180g/箱 20日 苗), 1株 3

本 (手植え)。 移植日, 5月 17日 (1995年 ) 5月 16日

(1996年), 5月 14日 (1997年 ), 5月 11日 (1998年 ), 5月

14日 (1999年 )。

“

)栽植密度 30× 14om(238株/r)
F。, 窒素施肥量 基肥は04,06.0 8kg/aの 3レ ベル

とし,0 6kg/a区 には無追肥区の他に,幼穂形成期または

減数分裂期に0 2kg/aを追lLす る区を設けた。

「ひとめばれJは基肥0 6kg/a■幼穂形成期0 2kg/a。

各区ともリン酸 :10,カ リ:10,堆肥 :100kg/aを施用。

表 1 施肥法と生育形質 (福 島農試相馬支場,1997～ 1999年 )

3 試験結果及び考察

(1)|ま なむすめJの窒素施肥法

基1巴量間差をみると「まなむすめJは基肥量が少なくな

るほど幼穂形成期の茎数は減少 した (データ省略)。 初期

茎数を確保 し、穂数を多 くするためには基肥は多いほうか

良いが,0 8kg/aでは登熟歩合の低下や長稗化による倒

８５
　
　
　
　
ｍ

味

産

●

■

●  ■

●
▲

▲ ■   0

xk::二3)
●8■熟年(99や

」

００ 700    800    900   1000
■熱歩合(%)

図 1 まなむすめの登熟歩合と味度値 (1997～ 1999年 )

注 窒素施肥 :基肥―幼穂形成期―減数分裂期 (ltg/a)

◆0400■ 0600● 06020▲ 06002
X08-0-0
味度値はトーヨー味度メーター (MA-30)で 90%前後

に精米したものを測定 した。

籾数      歩合  指数  米重  千粒重
(贈/a)  (cm)(本 /r)(粒 )(× 100粒 )(%) (0～ 400)(kg/a) (g)

04-0 - 0   799   380   643   248   902    63    559   235    1下

品種 施肥法

06- 0 - 0    826     403     692     278     870      95      580     239
まなむすめ  06-02-0  867   417   731   304   813   112   602   243

06- 0 -0 2   84 2     396     706     279      84 7       67       576      24 3

08-0-0  899   467   696   325   760   200   582   227   2上
ひとめばれ 06-02-0  873  497  618  306   815   115   592   228   2中
注 表中の数値は1997～ 1999年の平均値,ただし,04-0-0,08-0-0区 は1998～ 1999年 の平均値。

窒素施肥法 1基肥―幼穂形成期追肥―減数分裂期追1巴

精玄米重,玄米千粒重,等級は飾目1 8mmで選別。
*1):等級は「 1・ 上

=～「 3・ 下」及び規格外の10段階 (福島食糧事務所の評価)。

等級は台風の直撃を受け全面的に倒伏した1998年を除く。
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表2 「まなむすめ」良質米生産のための成熟期の日

標収量構成要素

品質 登熱 倒伏 澤長 」穂数 ―穂 イ籾数 玄米 精玄

歩合 指数        籾数    千粒重 米重
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「まなむすめ」の幼穂形成期の目標生育値表 3

ピ茎数 SPAD502値
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図 2 まなむすめのご籾数と登熟歩合

注 ◆ 95年 □ 96年 097年 ▲ 98年

伏が見られることから,0 6kg/aが適切であると思われた。

次に基月E06kg/aで追肥時期による差をみると,幼穂

形成期に追肥した区は無追肥区や減数分裂期追肥区より穂

数や一穂籾数が多く,ピ籾数も安定した。また,精玄米重

が最も高く.同 じ施肥法の「ひとめばれ」と同等の収量を

得た (表 1)。 これらのことから,窒素施肥法は「 ひとめ

ばれJと 同じ基肥0 6kg/a十 幼穂形成期追肥0 2kg/aが

適当であると思われた。

12)「まなむすめ」の良品質米生産のための目標形質

「まなむすめ」は高温登熟年 (1999年)を除き,登熟歩

合が85～90%に なると味度値が高まった (図 1)。 また,

検査等級も登熟歩合が90%に近づくほど上位に格付けされ

た (表 1)。 これらのことから,良品質米生産のための成

熟期の形質は登熟歩合90%,検査等級 1等 .ま た,倒伏が

品質の低下に直結するので,倒伏指数200以下に設定した。

6)「まなむすめ」の日標収量構成要素及び幼穂形成期

の目標生育量

成熟期の日標収量構成要素を表 2に示した。登熟歩合90
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注 玄米千粒重,精玄米重は飾日18mで選別 した場合。
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ロ
ロ

ロ
0

Fl
O *

▲ XЖ

41X       鰤       101      700      鰤

…

の菫彙(ホ/nl)

図3 まなむすめの幼穂形成期の茎数とイ籾数 (1995～ 1999年 )

注 ◆ 95年 □ 96年 097年 ▲ 98年  Ж99年

%と なるnf籾数は25～28万粒であった (図 2)。 このと

きの構成要素はこの条件に適合した年次の区の平均値から

一穂籾数70粒 ,ご穂数は350～ 41Xl本 ,玄米千粒重を24gと

し,精玄米重は55～60kg/aと なった。なお,倒伏指数200

以下となる秤長は85cmで あつた (データ省略)。

幼穂形成期の日標生育量を表 3に示 した。成熟期のnf籾

数が,25～ 28万粒となるのは,幼穂形成期の茎数が550～

600本であった (図 3)。 また,稗長85cm以下となる幼穂形

成期の草丈は65c l以下であった。葉色は「ひとめばれ」よ

り淡く推移するので,SPAD502値は35以下とした (デ ー

タ省略)。

4 ま  と  め

穂数確保が容易で,nf籾数が安定し,多収となる「 まな

むすめ」の窒素施肥体系は基月E06kg/a+幼 穂形成期追肥

0 2kg/aで あった。良質米生産のため,登熟歩合90%を

確保する成熟期のnf籾数は25～28万粒で この目標化育

量となる幼穂形成期の

“

茎数は550～ 61111本であった。
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